
Ⅰ－１－（４）教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
健康科学部 

 SBC 東京医療大学健康科学部は、ディプロマ・ポリシーに示した能力・態度を身につけるた

め、以下の方針で教育課程を編成し、実施する。 

 
１．豊かな感性を持った医療人としての人間性を磨くための教養教育科目を、三年次まで配置し

たカリキュラムとする。 

２．健康レベルに応じた的確な医療を実践することを可能とするため、基礎・臨床医学科目、専

門基礎科目を系統的に配し、専門職医療人としての基礎力を確実なものとするカリキュラムと

する。 

３．高度な専門職医療人となるための専門科目を、低学年の講義から高学年の実習に至るまで全

学年に効果的に配置する。 

４．カリキュラムを構成する各科目の授業には、シラバスに明示したそれぞれの目標を達成する

ために最も適した、講義、演習、実習などの授業形態を取り入れている。 

５．学修の評価方法はシラバスに明示し、定期試験、レポート、小テスト、実習評価等からそれ

ぞれの科目の修得目標に応じた適切な方法で評価する。 

 
理学療法学科 

１．理学療法分野の基礎知識を体系的に身につけるとともに、狭い分野の知識に偏ることなく柔

軟な発想ができる人材を育成する。 

２．授業のみでなく、個別教育・少人数授業・セミナー等を通じて教員と主体的に議論・討論す

る機会を設けることで、学生に真に創造的な学問の方法論を学ばせ、科学的探究心・向学心・

批判的思考と研究的態度を身につけさせる。 

３．理学療法学の教育では理論の学習と臨床治療能力獲得のための演習及び実習は不可分である。

後者を通じて理学療法士が臨床にあたる専門職であることの重要さと、臨床におけるコミュニ

ケーション能力やプレゼンテーション技術を学ばせる。 

４．理学療法概論や各論の授業において保健・医療・福祉に関する多職種の役割を理解させ、そ

の関係者との円滑なコミュニケーション能力やプレゼンテーション技術を学ばせる。 

５．理学療法専門科目・基礎臨床医学科目・教養科目のそれぞれにおいて必修科目に加えて選択

必修科目と選択科目を設け、学生が主体的に専門的知識を高める環境を整える。 

６．総合英語の授業を通じて、英語によるコミュニケーション能力と国際感覚を涵養し、異文化

への理解を深め、国際的視野と行動力をもった人材を育成する。 

７．医学倫理等の授業を通じて、感性豊かな人間性と倫理性を養い、人間の尊厳を重視できる高

い医学的倫理観を持つ人材を育成する。 

８．教育活動における全ての基本的あり方として、社会人としての教養及び礼節を身につけるこ



とを学ばせる。 

９．成績評価は、試験やレポートの成績などに基づき、各授業において学修達成度を適切に反映

する基準を定め成績評価を行う。 

 
整復医療・トレーナー学科 

１．相補代替医療として深く国民に根差し、幅広い視野と豊かな人間性を有した医療、スポーツ、

教育分野の専門職を育成する。 

２．日本固有の伝統医療である柔道整復師、スポーツトレーナー、並びに教職として必要な専門

的知識・技術を習得させる。 

３．国家資格である柔道整復師としての教育課程を根幹とし、更に公益財団法人日本スポーツ協

会公認アスレティックトレーナー、認定ストレングス＆コンディショニングスペシャリスト

（ＣＳＣＳ）資格、健康運動指導士及び中・高保健体育教諭に関する科目を設け、就業可能職

種の選択肢を増やすと共に多岐に亘る資格取得を可能とした。 

４．４年間のカリキュラムの中で、実技演習や大学附属クリニックでの臨床実習などを精力的に

行い、柔道整復師国家資格者として勤務可能な医療機関並びに介護福祉施設等の実務に支障が

無いよう実学教育に力を傾注している。 

 
看護学科 

１．看護専門職業人としての幅広い教養と豊かな感性・人間性を身につけるために、初年次から

教養教育関連科目を多く配置する。また専門を学ぶ上で必要な科目も配置する。学修方法とし

て、アクティブラーニング（グループワーク・調査学習）を積極的に取り入れる。 

２．他者を尊重し多様な文化・価値観を受け入れる姿勢、高い倫理観を持つことができるために、

自然と社会の理解、情報の適切な活用、人間関係の実践に関連する専門基礎科目を配置する。

学修方法として、アクティブラーニング（グループワーク・調査学習）を取り入れる。 

３．看護実践に必要な専門的な知識を体系的に身につけるために、医学的知識、保健・福祉に関

する専門基礎科目を配置する。また対象の健康レベル・発達段階の視点、生活者の視点、ケア

リング（寄り添う、安心感の姿勢）、科学的知識の視点に基づいた看護ができるよう看護専門

科目を配置する。学修方法として、アクティブラーニング（グループワーク・ディベート・問

題解決学習、体験学習）、少人数授業、プレゼンテ－ション技術、看護学実習、自己調整学習

を取り入れる。 

４．看護専門職としての責任を理解し主体的に自己研鑽を続ける態度を身につけるために、看護

を段階的に学べるよう科目を配置する。また 4 年次には研究的な能力を培うための看護研究、

総合試験や OSCE（客観的臨床能力試験）の看護専門科目、看護の統合科目を配置する。全

ての授業科目において、学生自ら授業への取り組みの主観的評価や授業評価を活用して教育方

法の改善につなげる。学修方法として、アクティブラーニングを積極的に取り入れる。 

５．コミュニケーション能力の向上や保健医療福祉チ－ムの一員として看護のメンバ－シップ・



リ－ダ－シップの基本を身につけるために、コミュニケーション能力の向上や、チーム医療、

多職種との連携・協働する姿勢、キャリアデザインに関する専門基礎科目・看護専門科目を配

置する。学修方法として、他学科との交流授業、アクティブラーニング（グループワーク・デ

ィベート）、少人数授業、プレゼンテ－ション技術を取り入れる。 

６．社会情勢の変化や地域の保健医療福祉の理解、国際的な視野を身につけるために、地域包括

ケアに関する科目や国際活動の実際を学ぶ専門基礎科目、看護の統合科目を配置する。学修方

法として、アクティブラーニング（グループワーク・調査学習）を取り入れる。 


